
史
料
研
究

九
世
紀
末
葉
敦
煌
諸
郷｢

納
草
暦｣

の
復
原

学
郎
課
本
三
巻(������
・������
・������)
の

一
体
的
架
蔵
の
証
跡
た
る��� ��(
付
属
細
片)

を
め
ぐ
っ
て

海

野

洋

平

は

じ

め

に

倫
敦
ロ
ン
ド
ン

・
巴
黎
パ

リ

・
聖
彼
得
堡

サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
クそ
し
て
北
京
へ
と
、
甘
肅
の
僻
陬
か
ら
世
界
各
地
に
四
散
し
た
数
万
点
も
の
敦
煌
文
書
の
中
に
は
、
収
蔵

諸
機
関
の
枠
を
超
え
て
相
互
に
接
合
し
、
往
古
の
相
貌
が
現
今
の
世
に
甦
る
写
巻
も
少
な
く
は
な
い

(

１)

。
い
ず
れ
も
敦
煌
千
仏
洞
の
第
十

七
窟

(

所
謂

｢

蔵
経
洞｣)

を
同
一
の
来
源
と
す
る
以
上
、
至
極
当
然
の
道
理
で
は
あ
る
。
こ
の
分
断
は
、
確
か
に
列
強
諸
国
の
文
物
争

奪
が
齎
し
た
近
代
史
の
不
幸
な
一
幕
に
は
違
い
な
い
が
、
一
面
で
は
、
後
世
の
偶
発
的
な
離
散
に
過
ぎ
な
い
と
も
言
い
得
る
。

他
方
、
写
本
の
中
に
は
、
十
一
世
紀
初
頭
の
蔵
経
洞
封
閉
よ
り
以
前
、
夙
に
古
人
自
身
の
手
で
切
り
裂
か
れ
、
断
簡
零
墨
と
化
し
た

文
献
も
散
見
す
る
。
払
い
下
げ
の
官
文
書
や
書
き
損
じ
の
写
経
な
ど
反
故
紙
は
往
々
に
し
て
適
宜
裁
断
さ
れ
、
損
傷
し
た
経
巻
や
典
籍
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の
修
繕
に
再
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
残
片
同
士
を
綴
合
し
原
状
を
回
復
で
き
る
事
例
も
幾
許
か
は
存
在
す
る

(

２)

。
尤
も
、
そ

れ
は
、
専
ら
或
る
一
点
の
書
巻
内
に
限
っ
て
見
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
大
半
を
占
め
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
用
済
み
の
公
文
書
一
通
が
寸
断
さ
れ
、
都
合
三
件
の
写
巻

(

仏
国
立
図

���

書
館
所
蔵
ペ
リ

���������

オ
将
来
敦
煌
漢
文
文

献������
・������
・������)
の
紙
背
へ
と
離
隔
す
る
に
至
っ
た
珍
し
い
一
例
で
あ
る
。
そ
れ
ら��� ��

(

付
属
細
片)

か
ら
復
原
さ
れ
る

の
は

｢

納
草
暦｣

(
擬
題)

、
即
ち
慈
惠
郷
な
ど
敦
煌
県
所
轄
の
郷
ご
と
に
税
草
の
納
入
者
名
を
納
付
数
量
と
と
も
に
列
記
し
た
帳
簿
で

あ
る
。

税
草
は
土
地
税
の
一
種
で
あ
り

(
３)

、
関
連
史
料
は
敦
煌
・
吐
魯
番

ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン

文
書
に
も
若
干
は
遺
存
す
る
も
の
の
、
決
し
て
多
く
は
な
い
。
本

｢

納
草
暦｣

は
、
極
度
の
砕
片
性
と
複
数
の
編
号
に
跨
が
る
散
在
性
ゆ
え
に
、
従
来
、
税
草
に
関
す
る
専
論
に
於
い
て
も
看
過
さ
れ
て

き
た
が
、
数
少
な
い
中
の
貴
重
な
史
料
の
一
点
で
あ
り
、
記
載
さ
れ
た
人
物
の
う
ち
数
名
が
同
時
期

(

九
世
紀
末
葉
。
後
述)

の
文
書
二

種
の
中
に
も
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
本
件
は
、
こ
の
よ
う
に
張
氏
帰
義
軍
期
の
敦
煌
基
層
社
会
の
考
究
に
資
す
る
相
関

史
料
に
も
恵
ま
れ
た
、
社
会
経
済
史
研
究
の
稀
有
な
一
次
文
献
で
あ
る
。

も
と
よ
り
筆
者
の
本
来
の
問
題
関
心
は
、������
・������
・������
に
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
た
、
も
う
一
組
の
修
補
紙

王
羲

之

｢�は

書
論｣
(｢

尚
想
黄
綺｣

帖

(

４))

の
習
字

の
方
に
こ
そ
あ
る
の
だ
が
、
書
写
年
代
考
究
の
一
環
と
し
て
、
本

｢

納
草
暦｣

に
つ

い
て
も
検
討
を
加
え
る
必
要
性
が
副
次
的
に
生
じ
て
き
た
。
社
会
経
済
史
の
専
家
に
よ
る
向
後
の
幅
広
い
活
用
・
討
究
に
供
す
べ
く
、

門
外
漢
た
る
浅
学
の
ほ
ど
を
も
顧
み
ず
、
敢
え
て
煩
瑣
な
復
原
過
程
の
始
終
を
公
表
す
る
こ
と
と
し
た
次
第
で
あ
る
。
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一
、｢

納
草
暦｣

断
片
の
基
礎
的
考
察

｢

納
草
暦｣
復
原
の
作
業
に
先
立
ち
、
対
象
の
紙
片
十
八
件
を
瞥
見
し
て
お
こ
う
。
後
掲
の
復
原
図

(

写
真
図
版
１)

１
・
釈
文
１

(

①
②
③
⑦
⑪
⑫：

第
二
節

(

二))

、
復
原
図

(
写
真
図
版
２)

２
・
釈
文
２

(

④
⑤
⑭：

第
三
節

(

二))

、
写
真
図
版
３
・
釈
文
３

(

⑯：

同

(

三))

、
写
真
図
版
４
・
釈
文
４

(

⑥
⑧
⑨
⑩
⑬
⑮
⑰
⑱：

文
末)
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い

(

５)

。
な
お
、
○
囲
み
の
数
字
は
本
稿
で
の
整
理
番
号
で
あ
り
、
①
〜
⑫��������� ��

��
〜�
、
⑬
同��� ���
、
⑭
・
⑮��������� ���
(

二
断
片)

、
⑯��������� ���
・��� ���

(

原
所
蔵
機
関
に
て
綴
合)

、
⑰
同��� ���

、
⑱
同

��� ���
、
の
対
応
と
な
る
。
釈
文
の
×□
は
残
画
の
み
の
漢
字
、
？□
は
判
読
不
能
の
文
字
、
ゴ
シ
ッ
ク
は
強
調
を
表
す

(

６)

。

写
真
を
一
瞥
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
総
数
十
八
点
の
零
砕
な
る
断
編
残
簡
は
、
記
載
形
式
が
全
て
斉
一
で
あ
る
。
具
体
的
に
内

容
に
即
し
て
み
る
と
、｢

平
康[�]｣

(

⑬��������� ���)
・｢

洪
池�｣

(

⑰��������� ���)
な
ど
、
郷
名
が
紙
面
上
部
に
掲
げ
ら
れ
、
そ

の
下
に
人
名
と
物
資
の
数
量
と
が
、

安
通
達
廿
束

(

①��������� ����)
令
狐
清？

奴
草
壹
車

(

③��������� ����)
陳
小
骨
六
束

(

⑭��������� ���)
安
進
達
一
車
廂

(

⑮��������� ���)
張
文
君
八
束

(

⑯��������� ���
・��� ���)
氾
友
信
一
車
廂

(
⑯��������� ���
・��� ���)

の
如
く
に
羅
列
さ
れ
て
行
く
書
式
で
あ
る
。
し
か
も
、｢

束

(

７)｣

な
い
し
は

｢
車

(

８)｣
｢

車
廂

(

９)｣

な
る
計
量
の
単
位
も
一
貫
し
て
い
る
。
所
々

に

｢

草｣

と
散
見
す
る
の
で
、
徴
収
物
資
は
草

(

ま
ぐ
さ)

、
つ
ま
り
土
地
税
の
一
項
た
る
税
草
に
相
違
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
見
れ

九
世
紀
末
葉
敦
煌
諸
郷｢

納
草
暦｣

の
復
原

海
野
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ば
、
敦
煌
県
所
轄
の
十
一
の
郷

各
郷
名
は
第
三
節

(

一)

に
て
関
説

ご
と
に
、
税
草
の
納
入
者
を
納
付
額
と
と
も
に
列
記
し

た
帳
簿
、
と
推
断
し
て
大
過
あ
る
ま
い
。
土
肥
義
和
氏
が
①
〜
⑤
⑦
⑩
〜
⑫
の
資
料
名
を

｢

納
草
束
暦｣

と
道
破
さ
れ
た
の
は
卓
見
で

あ
る

(�)
。
但
し
、｢

束｣
｢

車｣

二
種
の
量
詞
の
併
用
を
踏
ま
え
て
、
擬
題
は

｢

納
草
暦｣

と
微
修
正
す
る
方
が
適
切
で
は
な
か
ろ
う
か
。

今
日
で
こ
そ
編
号
の
相
違
す
る
三
件
の
書
巻
に
跨
が
っ
て
断
簡
・
細
片
は
無
秩
序
に
散
在
し
て
い
る
も
の
の
、
元
来
は
紛
れ
も
な
く
一

体
的
に
或
る
一
つ
の
文
書
を
構
成
し
て
い
た
、
と
い
う
推
理
に
疑
い
を
差
し
挟
む
余
地
は
皆
無
か
と
思
わ
れ
る
。
尤
も
、
外
観
の
類
似

性
や
記
載
形
式
の
一
致
を
単
に
指
摘
す
る
の
み
で
は
、
各
人
物
の
同
時
代
性
、
或
い
は
残
片
相
互
の
共
時
性
は
未
だ
に
検
証
さ
れ
て
お

ら
ず
、
写
本
の
同
一
性
を
完
全
に
証
明
し
た
こ
と
に
は
な
る
ま
い
。
次
節
以
下
で
は
、
個
々
の
人
名
を
手
掛
か
り
と
し
つ
つ
、
帰
一
化

に
努
め
て
み
る
こ
と
と
し
よ
う
。

二
、｢

納
草
暦｣

の
復
原
Ⅰ

慈
惠
郷
の
場
合

⑭��������� ���
の

｢

陳
興
晟｣

は
、｢

唐
光
啓
二
年
丙
午
歳

(���)
十
日
社
司
転
帖

(�)
(

写
録)｣

(�������)
に
、
①��������� ����

の

｢

劉
加
興｣

は
、｢

唐
天
復
二
年

(���)
十
一
月
九
日
慈
惠
郷
百
姓
劉
加
興
租
与
地
契

(�)
(

習
書)｣

(�������)
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
検
出
さ
れ

る
の
で
、｢

納
草
暦｣

砕
片
の
概
略
年
代
は
、
ご
く
大
雑
把
に
見
れ
ば
、
八
九
〇
年
を
中
心
と
す
る
大
略
二
、三
十
年
ほ
ど
の
幅
に
収
斂

し
て
来
る
で
あ
ろ
う

(�)
。

そ
の
上
で
、
本

｢

納
草
暦｣

と
の
比
較
考
量
に
資
す
る
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
有
力
な
史
料
を
探
索
す
る
と
、

｢

唐
年
次
未
詳

[

九
世
紀
後
期
？]

沙
州
諸
郷
欠
枝
夫
人
戸
名
目

(�)｣
(�������)
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｢

唐
大
順
二
年

(���)
正
月
沙
州�
明�
等
戸
口
受
田
簿

(�)｣
(������

お
よ
び
羅
振
玉
旧
蔵
本)

の
二
件
が
得
ら
れ
る

(

以
下
、
各
々

｢

人
戸
名
目｣

｢

受
田
簿｣

と
略
記)

。�������

に
関
す
る
雷
紹
鋒
氏
の
専
論
に
よ
れ
ば
、
双
方
併
載

の
人
物
が
複
数
確
認
さ
れ
、
し
か
も
、
前
者
の
下
限
年
次
は
乾
寧
元
年

(���)

と
見
積
も
ら
れ
る

(�)

。｢

九
世
紀
後
期｣

と
の
池
田
温
氏

の
時
期
推
定
は
穏
当
で
あ
っ
た

(�)
。｢

人
戸
名
目｣

は
、
五
百
四
十
余
名
も
の
長
大
な
人
名
リ
ス
ト
で
も
あ
る
だ
け
に
、
九
世
紀
末
葉
の

敦
煌
文
書
の
考
察
、
就
中
、
写
本
の
年
代
比
定
を
行
な
う
際
に
、
ま
た
と
な
い
恰
好
の
座
標
軸
を
提
供
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

(

一)

関
連
の
慈
惠
郷
史
料
二
点

｢

人
戸
名
目｣

は
、｢

柴
の
納
入
を
欠
い
た
戸
主
の
名
簿

(�)｣
で
あ
り
、
人
名
は
郷
ご
と
に
纏
め
て
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
試
み
に

｢

慈
惠�｣
の
箇
所
に
限
っ
て
掲
出
す
る
(�)
(

以
下
、｢

史
料�｣
と
略
称)

。

慈
惠�
全
不
納
枝
夫
戸

石
安
君
欠
枝
十
四
束
半

康
文
達
欠
枝
廿
二
束
半

高
得
元
欠
三
束

(

一
行
、
中
略)

柴
夭
児

(

兒)

欠
十
束
半

田
曹
九
欠
三
束

唐
再
子
欠
六
束

唐
威
建
欠
七
束

羅
什
得
欠
十
四
束

曹
王�
欠
十
三
束

馬
章
六
欠
枝
八
束

(

一
行
、
中
略)

張
文
奴
欠
十
四
束

石
文
信
欠
十
三
束

石
祿
山
欠
十
束
半

傅
山�
欠
四
束

畫
安
多
欠
九
束

劉
加
興
欠
九
束

劉
力�
欠
九
束
半

樊
小
子
欠
十
一
束

王
安
君
欠
十
二
束

羅
和？

君
欠
五
束

白
國
子
欠
五
束

陰
□

〓

三

□

〓 �
欠
六
束

(

一
行
、
中
略)

九
世
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史
三
娘
欠
三
束

索
通
信
欠
五
束

宋
骨�
欠
八
束

王�
定？

欠
六
束

董
胡
子
欠
七
束

何
再
盈
欠
九
束

燒
略
丹
三
束�
石
奴
子
廿
一
束

(

四
行
、
中
略)

趙
通
達
欠
枝
六
束

張
文�
欠
枝
三
束

史
留
住
欠
六
束

｢

枝｣

と
は
、
他
の
史
料
で
は

｢

柴｣

と
記
さ
れ
る
方
が
よ
り
一
般
的
で
あ
ろ
う
が
、｢

燃
料
や
工
事
用
の
薪
や
枝
類｣

の
こ
と

(�)

、
要
す

る
に
土
地
税
の
一
種
た
る
税
柴
で
あ
る
。
文
書
形
式
は
、
冒
頭
に

｢

慈
惠�
全
不
納
枝
夫
戸｣

と
い
う
見
出
し
を
掲
げ
た
後
、｢

欠
枝｣

の
数
量
と
と
も
に
人
名
を
延
々
と
列
記
し
て
行
く
体
裁
で
あ
る
。
総
数
五
十
六
名
に
上
る
、
税
柴
未
納
者
の
リ
ス
ト
に
他
な
ら
な
い
。

他
方
、｢

受
田
簿｣

(������
お
よ
び
羅
振
玉
旧
蔵
本)

は
、
佐
竹
靖
彦
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、｢

手
実
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
戸
籍
と
し
て

使
用
し
た｣

官
文
書
で
あ
る

(�)
。
羅
振
玉･
貞
松
堂
本
の
後
半
は
、�
か
に

｢

□
進？

通｣
｢

杜
常
住｣

｢

趙
曹
九｣

三
戸
分
の
残
存
に
過
ぎ

な
い
が

(

以
下
、｢

史
料�｣
と
略
称)

、
戸
主
の
姓
名
・
年
齢
に
続
け
て
、
家
族
の
名
前
・
年
歯
を
列
挙
、
一
旦
改
行
の
の
ち
受
田
総
額

を
標
記
し
て
、
以
下
に
そ
の
内
訳
た
る
耕
地
一
段
ご
と
の
面
積
を
四
至
と
と
も
に
逐
一
列
記
、
末
尾
は

｢

大
順
二
年
辛
亥
正
月
一
日
、

百
姓
○
○
○
戸｣

と
の
結
罪
保
明
の
文
言
で
結
ば
れ
る
、
手
実
様
の
文
書
で
あ
る
。
田
土
の
記
述
は
、

�
て
受
田
參
拾
捌
畝
。

城
東
の
第
一
渠
の
地
壹
段
貳
畝
を�
ふ
、
東
は
子
渠
に
至
り
、
西
は
趙
約
子
に
至
り
、
南
は
張
文�
に

至
り
、
北
は
河
に
至
る
。

(｢

□
進？

通｣

条)

の
如
く
に
書
き
出
さ
れ
る

(�)
。｢

□
進？

通｣
｢

杜
常
住｣

各
条
に
見
ら
れ
る

｢

城
東｣

(

沙
州
城
東
方)

の

｢

第
一
渠｣

と
は
、
敦
煌
オ
ア
シ

ス
の
大
本･

甘
泉
水

(

党
河)

か
ら
分
流
す
る

｢

東
河｣

よ
り
用
水
を
北
東
に
導
い
て
、
慈
惠
郷
の
農
地
を
潤
す
一
条
の
ク
リ
ー
ク
で

あ
る

(�)

。
従
っ
て
、
そ
こ
に
記
載
さ
れ
た
耕
地
の
所
在
地
は
、
慈
惠
郷
に
他
な
ら
な
い
。
か
く
て
史
料�
は
、｢

受
田
簿｣

の

｢

慈
惠
郷｣
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部
分
と
特
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
四
至
の
中
に
散
見
す
る

｢

張
文�｣

｢

石
安
君｣
｢

石
奴
子｣

(｢

□
進？

通｣

条)

・｢

宋
骨�｣

｢

田
曹
九｣

(｢

杜
常
住｣

条)

が
前
掲
の
史
料�
に
も
併
出
す
る
共
通
性
か
ら
も
、
そ
の
論
定
は
十
二
分
に
補
強
さ
れ
得
よ
う
。
か
く
ま
で
も
多
数

の
人
名
の
合
致
は
、
両
史
料
の
年
代
の
著
し
い
近
接
性
を
も
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。

(
二)

｢

納
草
暦｣

の

｢

慈
惠
郷｣

条

幸
い

｢

納
草
暦｣

中
の

｢
劉
加
興｣

(

①��������� ����)
と

｢

石
祿
山

(�)｣
(

③��������� ����)

の
二
名
は
史
料�
に
、
他
方
、｢

杜
常

住｣
(

②��������� ����)
は
史
料�
に
、
各
々
見
出
さ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
①
②
③
の
三
片
は
み
な

｢

慈
惠
郷｣

条
の
一
部
で
あ
る
と

断
定
し
て
問
題
な
い
。
併
せ
て
、
本
節
冒
頭
の

｢

唐
天
復
二
年

(���)
十
一
月
九
日
慈、
惠、
郷、
百
姓
劉、
加、
興、
租
与
地
契｣

(�������)

を
も

想
起
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、
改
め
て
②��������� ����
の
写
真
を
熟
視
し
て
み
る
と
、
上
方
の
凸
部
、
余
白

か
と
思
わ
れ
た
部
位
の
右
端
に
、
極
々
淡
い
筆
跡
な
が
ら
も

｢

慈
惠�｣
三
文
字
の
左
側
の
残
画
が
確し
か

と
残
存
し
て
い
る
事
実
に
気
が

付
く
。���
の
画
像
公
開
頁�������
の
高
精
細
カ
ラ
ー
写
真
の
拡
大
版
で
は
一
層
鮮
明
で
、
こ
れ
こ
そ
決
定
的
な
徴
証
と
な
る
。
な
お
、

①��������� ����
末
行

｢

羅？

什
得｣

の
姓
氏
に
つ
い
て
は
、
字
冠
部
の

｢�｣
が
判
然
と
せ
ぬ
も
の
の
、
史
料�
と
対
校
す
れ
ば
正
し

く
釈
読
推
定
で
き
る
。

か
く
て
凝
聚
せ
る
①
②
③
の
中
核
的
な
三
点
を
主
軸
と
し
て
、
紙
片
輪
郭
の
形
状
、
残
画
同
士
の
接
合
、
文
字
の
大
小
、
墨
色
の
濃

淡
、
筆
線
の
粗
細
、
行
間
の
広
狭
、
等
々
を
総
合
的
に
勘
案
し
な
が
ら
、
連
接
し
得
る
紙
片
を
他
に
も
索
め
て
み
る
と
、
⑪
⑦
⑫
の
小

片
が
新
た
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
私
案
の
復
原
図
と
そ
の
釈
文
を
次
に
掲
げ
よ
う

(

復
原
図
１
・
釈
文
１)

。
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【
復
原
図
１

(
写
真
図
版
１)

】
②��������� ����
＋
⑪��� ����
＋
③��� ����
＋
①��� ����
＋
⑦��� ����

＋
⑫��� ����

⑫�������������
①������������� ��� ����×������ 明るいベージュ色 (�������)
②������������� ��� ����×����� �������
③������������� ��� ���×����� �������
⑦������������� ��� ���×������ �������
⑪������������� ��� ���×����� �������
⑫������������� ��� ���×����� �������

①�������������
(慈惠�) 劉加興・羅什得 ②�������������

慈惠� 杜常住

⑪�������������
③�������������
(慈惠�) 石祿山

⑦�������������

� ���
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【
釈
文
１
】

１

慈
惠�
賀

雁？

子

草

壹

車

王��
壹
車

李
六
子
肆
拾
束

２

安
？□
君
貳
拾
束

杜
常
住
草

壹

車

令
狐
清？

奴
草
壹
車

３

張
？□
児

(

兒)

一
車
廂

侯？

田？

三？

十
×□

×□
×□
×□
一
車
廂

石
祿
山
磨
草？

４

壹
車

郭�
達？

一
車
廂

×□
束

５

趙
君�
廿
束

李
八
子
廿
束

６

安
通
達
廿
束

何
再
安
廿
束

７

？□
廿
束

劉
加
興
十

８

一
車
廂？

高
小
子
十
束

×□

９

箱

張
太
安
廿
束

郭
善？

10

羅？

什
得
六
束

(

空
白)

11

児

(

兒)

12

草？

壹
×□

李
石
光
×□

13

索
康
八
草？�
車
廂

宋
×□

14

興
？□
一
車

15

廿
束



ち
ょ
う
ど
②
と
①
と
の
断
裂
部
に
か
か
る

｢

郭�
×□｣

は
、
或
い
は

｢

郭�
達？｣

で
あ
ろ
う
か

(�)

。������
『

論
語
集
解』

巻
第
一
の

紙
背
に
は
、
十
二
行
に
及
ぶ
人
名
リ
ス
ト
が
手
筋
よ
く
記
さ
れ
、
そ
の
末
尾
の

咸
通
十
二
年
四
月
五
日
、
斈

(

學)

生
大
歌

(

哥)

高
加
盈
・
康
？□
達
・
李
栢
盈
・
王
骨�

な
る
識
語
一
行
の
左
側
余
白
に
は
、
稚
拙
な
筆
運
び
で

｢

郭�
達｣

と
遊す
さ

び
書
き
さ
れ
て
い
る

(�)

。
こ
の

｢

郭�
達｣

な
る
人
物
は
、
恐

ら
く
は
、｢

斈

(

學)

生
大
歌

(
哥)｣
の
諸
兄
と
机
を
並
べ
て
い
た
学
童
の
一
人
、
そ
し
て
筆
致
か
ら
推
測
す
る
に
、
十
歳
前
後
の
幼
童
に
相
違
あ

る
ま
い
。
咸
通
十
二
年

(���)
か
ら
十
年
の
後
、
八
八
〇
年
代
に
も
な
れ
ば
既
に
成
年
に
達
し
て
お
り
、｢

納
草
暦｣

に
登
載
さ
れ
て

い
て
も
一
向
に
不
思
議
は
な
い
。｢
郭�
達？｣

そ
の
人
の
納
草
額
に
つ
い
て
は
、
料
紙
の
欠
損
が
甚
だ
し
く
、
殆
ど
字
形
を
留
め
て
い

な
い
も
の
の
、
③��������� ����
の

｢
一
車
廂｣

の
運
筆
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
②
①
の
極
々�
か
な
残
画
を
点
綴
し
て
み
れ
ば
、
空

白
部
に
は
確
か
に

｢

一
車
廂｣

三
文
字
の
字
形
を
見
て
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。

②
と
⑪
、
⑪
と
③
、
①
と
⑦
、
⑦
と
⑫
、
各
々
の
綴
合
に
関
し
て
は
、
一
目
瞭
然
、
贅
言
を
要
し
ま
い
。

と
こ
ろ
で
、
②
の
上
端
か
ら
③
の
下
端
ま
で
、
料
紙
の
天
地
を
復
原
図
１
の
上
で
計
測
し
て
み
る
と
、��
㎝
内
外
と
な
る
。
一
般
的

に
官
文
書
の
用
紙
の
寸
法
は
、
縦
一
尺

(

約��
㎝)

・
横
一
尺
半
で
あ
っ
た
か
ら

(�)
、
本

｢

慈
惠
郷｣

条
の
現
状
は
、
襯
紙
と
し
て������

の
裏
打
ち
に
二
次
利
用
さ
れ
る
に
際
し
て
、
下
辺
が
３
㎝
ほ
ど
裁
断
さ
れ
た
加
工
後
の
姿
と
思
わ
れ
る
。
恐
ら
く
は
、������
本
体
の

料
紙
が
紙
高
一
尺
に
満
た
な
い

(�)
一
回
り
小
ぶ
り
の
サ
イ
ズ
で
あ
っ
た
規
格
差
に
、
そ
の
原
因
は
求
め
得
る
で
あ
ろ
う
。
但
、
第
一
行
・

第
二
行
の
全
き
記
載
内
容
か
ら
推
考
す
る
限
り
、
行
末
に
文
字
の
欠
損
は
想
定
し
難
い
の
で
、
欠
失
し
た
下
部
３
㎝
は
余
白
で
あ
っ
た

と
推
断
し
て
支
障
な
い
。
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第
十
・
十
一
行
の
間
に
は
若
干
の
空
白
が
認
め
ら
れ
る
。
⑰��������� ���
｢

洪
池�｣

条
が
十
行
弱
に
止
ま
る
類
例
に
鑑
み
て
、

｢

慈
惠
郷｣

の
部
は
十
行
に
て
完
結
し
、
そ
れ
以
降
は
ま
た
別
個
の
某
郷
の
一
段
で
あ
っ
た
と
推
想
さ
れ
る
。
毎
行
ほ
ぼ
三
〜
四
名
の

記
入
割
合
ゆ
え
、
一
郷
あ
た
り
の
収
載
総
数
は
概
ね
三
、四
十
名
に
上
る
で
あ
ろ
う
。
料
紙
一
枚
に
約
二
郷
半
は
収
ま
る
勘
定
な
の
で
、

畢
竟
、
文
書
原
状
の
全
容
は
、
五
紙
内
外
を
張
り
継
い
だ
総
長
七
尺
半
ほ
ど
の
案
巻
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

三
、｢
納
草
暦｣

の
復
原
Ⅱ

莫
高
郷
と
赤
心
郷
の
場
合

慈
惠
郷
の
ケ
ー
ス
で
は
、
幾
つ
も
の
好
条
件
が
重
な
り
、
復
原
は
比
較
的
容
易
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
次
に
見
る
莫
高
郷
と
赤
心
郷
に

関
し
て
は
、
断
定
し
き
る
に
足
る
だ
け
の
史
料
が
十
二
分
に
は
得
ら
れ
ぬ
憾
み
が
残
る
。
そ
の
点
を
予
め
ご
了
承
願
い
、
作
業
を
続
行

す
る
こ
と
と
し
た
い
。

(

一)

関
連
の
莫
高
郷
史
料
二
点

先
の
手
法
に
倣
っ
て
、
ま
ず
連
関
性
の
深
い

｢

人
戸
名
目｣

と

｢

受
田
簿｣

を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

｢

人
戸
名
目｣

の

｢

莫
高
郷｣

条

(�)
は
総
計
五
十
七
名
か
ら
な
る

(
以
下
、｢

史
料�｣
と
略
称)

。｢

□
□
□

[

莫

高�]

全
欠
枝
夫
人
戸
名
目｣

と
の

見
出
し
の
下
に
、
十
五
行
に
亙
っ
て

｢

枝
夫｣

の

｢

全
欠｣

者
を
四
十
四
人
、｢

納
半
欠
半
人
名
目｣

項
下
に
半
納
者
を
十
三
人
、
掲

出
し
て
い
る
。
冒
頭
部
は
料
紙
が
欠
損
し
肝
心
の
郷
名
が
亡
佚
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
必
ず
や

｢

莫
高
郷｣

と
い
う
三
文
字
が
存
在

し
た
筈
で
あ
る
。
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そ
も
そ
も
、｢

人
戸
名
目｣

に
お
け
る
諸
郷
の
配
列
は
、
□
□
・
燉
煌
・�
沙
・
龍
勒
・
赤
心
・
洪
閏
・
慈
惠
・
平
康
・
效�
の
如

く
で
あ
り
、
全
十
一
郷
の
内
、
郷
名
の
見
当
た
ら
ぬ
の
は
莫
高
・
洪
池
・
玉
關
の
三
郷
に
過
ぎ
な
い
。
と
す
れ
ば
、｢

□
□
□｣

に
該

当
し
得
る
候
補
は
、
こ
の
三
者
を
措
い
て
他
に
は
無
い
。
留
意
す
べ
き
は
、
欠
字
が
巻
首
に
位
置
す
る
こ
と
で
あ
る
。
通
常
、
敦
煌
県

所
轄
の
郷
名
を
列
挙
す
る
際
、

燉
煌
・
莫
高
・�
沙
・
龍
勒
・
玉
關
・
洪
池
・
洪
閏
・
效�
・
赤
心
・
平
康
・
慈
惠

(�������)
燉
煌
・
莫
高
・�
沙
・
龍
勒
・
洪
池
・
洪
閏
・
玉
關
・
赤
心
・
慈
惠
・[

效]�(�������)
平
康
ナ
シ

燉
煌
・
莫
高
・�
砂

(

沙)

・
龍
勒
・
慈
慧

(

惠)

・
赤
心
・
拱

(

洪)

潤

(

閏)

・
平
康
・
拱

(

洪)

池
・
效�(�������)
玉
關
ナ
シ

の
順
で
連
記
さ
れ
、
殊
に
燉
煌
・
莫
高
・�
沙
・
龍
勒
の
四
郷
に
限
っ
て
は
、
常
に
序
次
は
一
定
し
て
い
る
。

｢

人
戸
名
目｣

で
は
筆

頭
二
郷
が
相
い
前
後
し
て
い
る
点
こ
そ
些
か
変
則
的
で
は
あ
る
も
の
の
、
沙
州
第
一
の
霊
地･

莫
高
窟
に
因
む
莫
高
郷
が
劈
頭
に
序
列

さ
れ
る
権
変
は
、
決
し
て
不
自
然
で
は
な
い
。

次
に

｢

受
田
簿｣

(������
お
よ
び
羅
振
玉
旧
蔵
本)
で
あ
る
が
、｢

莫
高
郷｣

箇
所
は������
の
方
に
あ
る

(

以
下
、｢

史
料�｣

と
略
称)

。

年
紀
・
書
式
と
も
に
史
料�
と
同
一
。
首
尾
完
存
す
る
の
は

｢�
明�｣
戸
の
全
十
九
行
に
止
ま
り
、
そ
の
前
に
は
、
族
人

｢�
和
勝｣

条
の
末
尾
一
行
の
み
が
辛
う
じ
て
残
存
す
る
。
文
中
に
見
え
る

｢
陽
開｣

渠
と
は
、
沙
州
城
の
南
西
に
て
甘
泉
水
か
ら
北
東
へ
導
出
さ

れ
た
一
条
の
ク
リ
ー
ク
で
あ
り
、
莫
高
郷
の
西
北
一
帯
を
流
れ
て
い
る

(�)
。
下
流
は

｢

南
支
渠｣

｢

北
支
渠｣

に
分
岐
し
て
い
る
ら
し
い
。

｢�
明�｣
の
耕
地
は
、
そ
れ
ら
渠
水
の
流
域
に
位
置
す
る

｢

南
沙｣

荘
(�)

な
る
村
里
に
所
在
す
る
。
或
る
一
段
は

｢

呉
什
得｣

の
田
地

の
西
側
に
隣
接
し
て
い
た
。
史
料�
に
登
載
さ
れ
る

｢

呉
什
得｣

が

｢

莫
高
郷｣
に
属
す
る
人
物
で
も
あ
る
以
上
、
史
料�
も
亦
た
同
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郷
の

｢

受
田
簿｣

に
他
な
る
ま
い
。
史
料�
の
欠
字
を

｢

莫
高
郷｣

と
推
断
し
た
先
の
論
定
は
、
こ
の
点
か
ら
も
逆
に
傍
証
・
補
強
さ

れ
る
の
で
あ
る
。(

二)
｢

納
草
暦｣

の

｢

莫
高
郷｣

条

｢

納
草
暦｣

断
片
の
⑤��������� ����

｢

陳
賛

(

贊)�｣
、
そ
し
て
⑭��������� ���

｢

陳
興
晟｣

と

｢

陳
小
骨｣

は
、
以
下
の
如
く
、

������
｢

納
贈
暦

(�)｣
に
併
出
す
る
。
な
お
、｢

陳
興
晟｣

は
、
第
二
節
に
て
先
述
の
通
り
に
、｢

唐
光
啓
二
年
丙
午
歳

(���)

十
日
社
司

転
帖｣

(�������)
に
も
現
れ
る
人
物
で
あ
っ
た
。『���

』

が
自
余
の
史
料
と
も
考
え
併
せ
て������
の
年
代
を

｢

九
世
紀
後
期｣

と

比
定
す
る
の
は
穏
当
な
判
断
で
あ
ろ
う
。

陳
闍
利

(

梨)

粟
一
斗
熟
布
一
疋
柴

陳
興
晟�
粟
柴
生六尺
紬
二
丈

陳
小
骨
粟�� (

緤)

一
段
柴

陰
闍一段
利

(
梨)�
粟� (

緤)

一
段
又
生
布

劉
賢
者�
粟
一
疋
柴

生
布
共
接�
恩
子�
粟� (

緤)

一
疋

�
再
清
粟�
閻
賛

(

贊)

力
粟�
生
布
一
疋

令
狐
安
屯�
陳
賛

(

贊)��
粟

(

以
下
十
四
行
、
省
略)

片
や������
へ
、
片
や������
へ
と
分
散
し
て
い
た

｢

陳
賛

(

贊)�｣
お
よ
び

｢

陳
興
晟｣

・｢

陳
小
骨｣

は
、
こ
の
よ
う
に
、
別
個
の
写
本

上
で
は
却
っ
て
一
所
に
名
を
連
ね
て
い
る
。
人
物
相
互
の
同
時
代
性
は
疑
う
べ
く
も
な
い
。｢

納
贈
暦｣

と
は
香
奠
帳
で
あ
り
、
本
件

は
或
る
社

(

民
間
の
互
助
組
織)

の
成
員
の
喪
葬
に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
書
付
で
あ
ろ
う
。
通
常
、
社
の
結
成
自
体
は
必
ず
し
も

｢

巷
社｣

九
世
紀
末
葉
敦
煌
諸
郷｢

納
草
暦｣

の
復
原

海
野

103

二
二
七



東

洋

学

報

第
九
十
八
巻

第
二
号

104

二
二
八

【
復
原
図
２

(
写
真
図
版
２)

】
⑤��������� ����
＋
④��������� ����
＋
⑭��������� ���

④�������������
④������������� ��� ���×����� �������
⑤������������� ��� ���×������ �������
⑭������������ ��� ���×������ ベージュ色

⑤�������������
全体図

⑤�������������
陳賛々

⑭������������
陳興晟･陳小骨

� ���
【

釈
文
２
】

１

？□
？□
？□

２

束

王
×□
×□
一？

車？

廂？

３

？□
？□
？□
一
車
廂

梁
苟
子
十
束

４

車
廂�？

七�
十
束

陰
清
児

(

兒)

５

廂

索
安？

七？

廿
束

呉
七�
一
車

６

陳
賛

(

贊)�
一
車
廂

７�
廿？

束？

張？

屯�
納
草
壹
車
廂

８

車
廂

氾
章
六？

二
車
廂

陳
興
晟

９

束

王
屯�
廿
束

楊

金

剛？

廿

束

10

？□

楊
？□�
廿
束
陳
小
骨
六
束

李�
王
廿
束

11

？□
？□
？□
？□

董
善
×□
×□
×□
束

孔
奴�



｢
村
隣｣

な
ど
地
縁
的
な
も
の
ば
か
り
と
は
限
ら
ず
、
身
分
の
高
下
や
僧
尼
・
俗
人
な
ど
加
入
者
も
多
様
で
、
結
社
の
目
的
に
応
じ
て

種
々
の
形
態
を
と
り
得
る

(�)
。
但
し
、
当
該
の
三
者
の
ケ
ー
ス
に
於
い
て
は
、
殊
に

｢

納
草
暦｣

と
の
不
可
分
な
連
関
に
照
ら
し
て
み
る

か
ぎ
り
、
居
住
地
は
近
隣
同
士
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
。
か
か
る
密
接
な
相
関
関
係
を
手
掛
か
り
に
し
て
残
片
の
接
合
を
試
み
て
み
よ

う

(

復
原
図
２
・
釈
文
２)

。

⑤��������� ����
を
全
体
図
に
て
観
察
し
て
み
る
と
、
そ
の
左
下
の
部
位
、
Ｗ
形
の
突
出
部
に
文
字
は
無
く
、
そ
の
箇
所
の
み
局
所

的
に
料
紙
の
色
調
が
明
る
い
。
恐
ら
く
は
、｢

納
草
暦｣

を
切
り
裂
く
際
に
、
そ
こ
だ
け
が
部
分
的
に
、
⑭��������� ���

の
背
面
か
ら

薄
く
剥
が
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
突
起
を
⑭
裏
側
に
潜
り
込
ま
せ
つ
つ
位
置
関
係
を
調
整
す
る
と
、
断
片
間
の
残
画
、
就
中
、
第
四

行
の

｢� (

呉)｣

字
を
構
成
す
る

｢

口｣
と
｢

天｣

と
は
寸
毫
違
わ
ず
に
符
合
す
る

尤
も
、｢

呉
七�｣
が
前
後
重
複
す
る
理
由
は
不

明

。
残
念
な
が
ら
、
⑤
④
⑭
の
人
名
は
、
一
人
と
し
て
史
料�
・
史
料�
の
中
に
は
見
出
せ
な
い
。
だ
が
し
か
し
、������

｢

納

贈
暦｣

に
て

｢

陳
賛

(

贊)�｣
｢

陳
興
晟｣

｢

陳
小
骨｣
と
一
緒
に
連
記
さ
れ
て
い
た

｢�
恩
子｣

は
、
史
料�
に
よ
れ
ば
、｢

莫
高
郷｣

に

農
地
を
有
す
る
人
物
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
⑤
④
⑭
三
片
を

｢

莫
高
郷｣

に
結
び
付
け
得
る
一
縷
の
媒
介
項
と
は
言
え
ま
い
か

無
論
、
あ
く
ま
で
も
、������

｢

納
贈
暦｣

に
列
記
さ
れ
た
人
々
が
全
て
同
一
の
郷
に
属
し
て
い
た
こ
と
が
大
前
提
と
な
る

。
慈

惠
郷
の
場
合
と
は
異
な
っ
て
、
直
接
的
な
証
明
が
叶
わ
ぬ
の
で
些
か
説
得
力
に
欠
け
る
の
だ
が
、
現
時
点
に
お
け
る
一
つ
の
可
能
性
と

し
て
提
示
し
て
お
き
た
い
。
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【
釈
文
３
】

１� (

齊)

？□
？□
？□
拾
束

杜
糞�追
一
車

？□
賢？

達
卅
束

王
？□

２

曹
孝
順
？□
束

目
君�
十
束

張
文
君
八
束

王
？□
？□
×□

３

拾？

束？

？□
留？�
廿
束

氾
友
信
一
車
廂

李
賢
子
一
車

４

？□
宋
建�
十
二
束

王
安
君
十
一
束

５

？□
？□
曹
九
一
車
廂

王
文
英？

廿
×□

６

車
廂� (

齊)
？□�
一
車
×□

７�？

廿
束

王
通
子
■十
六

束

郭
？□

８

？□
？□
廿
束

？□
？□

？□
？□

【

写
真
図
版
３
】

⑯������������･������ �������×������ 淡黄褐色 薄紙

� ���



(

三)
｢

納
草
暦｣

の

｢

赤
心
郷｣

条

⑯��������� ���
・��� ���
の
釈
文
は
以
下
の
通
り

(

釈
文
３
・
写
真
図
版
３)

。
第
四
行
に
記
載
さ
れ
て
い
る

｢

王
安
君｣

は
史
料�

に
既
出
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
本
史
料
⑯
を
ば

｢

慈
惠
郷｣

条
の
後
続
部
分
と
断
定
し
て
も
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
が
先
掲
の
復

原
図
１
に
は
、
こ
の
紙
片
が
整
合
的
に
連
接
す
る
余
地
は
絶
無
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
⑯
は
薄
紙
で
あ
り
、｢

慈
惠
郷｣

条
と
は
料
紙

の
厚
薄
も
、
そ
し
て
紙
色
も
相
違
し
て
い
る
。｢

人
戸
名
目｣

で
は

｢

赤
心
郷｣

の
条

(�)

に

｢

王
安
君
欠
十
二
束
、
渠｣

と
も
あ
り
、
同

名
異
人
の

｢

王
安
君｣
が
別
に
存
在
す
る
。
か
く
て
⑯
は
辛
う
じ
て

｢

納
草
暦｣

の

｢

赤
心
郷｣

部
分
と
特
定
で
き
る
。

又
、
第
三
行
の

｢

？□
留？�｣

(
朱
筆)

と
は
、
同

｢

赤
心
郷｣

条
に

｢

呂
留�
欠
九
束｣

｢

石
留�
欠
九
束｣

と
記
さ
れ
る
人
物
の
、

い
ず
れ
か
一
方
と
推
定
さ
れ
る
。
肝
心
の
｢

？□
留？�｣
の
姓
氏
が
判
然
と
し
な
い
が
、
も
し
判
読
不
能
の
一
字
が

｢

呂｣

乃
至

｢

石｣

な
ら
ば
、
⑯
を

｢

赤
心
郷｣

箇
所
と
同
定
す
る
論
断
は
な
お
確
か
な
も
の
と
な
ろ
う
。

蛇
足
な
が
ら
、
田
夫

｢

石
留�｣
は
史
料�｢
□
進？

通｣

条
に
も
現
れ
、
住
家
か
ら
少
し
離
れ
た
隣
郷
内
に
も
農
地
を
所
有
し
て
い

た
様
相
を
窺
知
し
得
る
。
赤
心
郷
は
西
北
部
が
慈
惠
郷
の
東
南
部
と
境
を
接
し
て
い
る
の
で

(�)
、
彼
は
そ
の
近
辺
の
地
区
に
居
住
し
て
い

た
に
違
い
な
い
。
往
時
敦
煌
に
暮
ら
し
て
い
た
一
介
の
庶
民
の
生
活
圏
域
の
実
像
一
斑
が
彷
彿
と
し
、
甚
だ
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て��� ��

(

付
属
細
片)
の
古
写
本
学
的
な
価
値
の
一
端

本
論
の
考
証
を
通
じ
て
、
九
世
紀
末
葉
、
す
な
わ
ち
張
氏
帰
義
軍
期
の
敦
煌
基
層
社
会
に
関
す
る
諸
文
献
群
に
は
、
既
知
の
二
史
料
、

｢

唐
年
次
未
詳

[

九
世
紀
後
期
？]

沙
州
諸
郷
欠
枝
夫
人
戸
名
目｣

(�������)
と

｢

唐
大
順
二
年

(���)
正
月
沙
州�
明�
等
戸
口
受

九
世
紀
末
葉
敦
煌
諸
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田
簿｣

(������
及
び
羅
振
玉
旧
蔵
本)

と
に
加
え
て
、

｢
唐
年
次
未
詳

[

九
世
紀
末
葉]

沙
州
敦
煌
県
諸
郷
納
草
暦｣

(

擬
題)

｢
慈
惠
郷｣

条

(��������� ����
＋��������� ����
＋��������� ����
＋��������� ����)

・
某
郷
条

(��������� ����

＋��� ����)

・

｢

莫
高
郷｣
条

(��������� ����
＋��������� ����
＋��������� ���)
・

｢

赤
心
郷｣
条

(��������� ���
・��� ���)
・

｢

洪
池
郷
・
玉
關
郷｣
条

(��������� ���)
・

｢

平
康
郷｣

条

(��������� ���)
・
郷
名
未
詳
断
片

(��������� �������� �������� �������� �������������� ������������� ���)
な
る
一
史
料
の
列
せ
ら
れ
る
新
事
実
が
明
る
み
に
出
た
。
従
前
、
残
片
の
標
記
自
体
が
明
示
す
る
郷
名
は
、�
か
に

｢

平
康｣

(

⑬)

・

｢

洪
池｣

(

⑰)

・｢

玉
關｣

(

⑰)

三
郷
の
み
に
止
ま
っ
て
い
た
。
今
般
さ
ら
に
、｢

慈
惠｣

｢

莫
高｣

｢

赤
心｣

各
郷
の
諸
段
ま
で
も
の
遺

存
が
、
再
生
し
た
本
文
を
伴
っ
て
、
新
た
に
解
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
般
的
に
租
税
の
賦
課
・
納
入
は
郷
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

た
と
い
う
旧
来
の
税
制
研
究
の
知
見
を

(�)
、
新
出
の
税
草
史
料
か
ら
も
再
確
認
で
き
た
と
言
え
る
。
で
は
抑
々
本
史
料
の
価
値
た
る
や
如

何
。税

草
研
究
で
は
、
畝
あ
た
り
納
草
額
の
算
出
や
収
穫
量
に
対
す
る
税
率
の
復
原
も
重
要
な
検
討
事
項
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
張
氏
帰
義

軍
期
に
関
し
て
は
、
史
料
の
鮮
少
さ
に
阻
ま
れ
て
、
算
定
は
心
許
な
い
実
情
に
あ
る
。
八
六
五
年
前
後
と
推
定
さ
れ
る�々
八
行
の
断

簡�������
｢

宋
剛
剛
等
受
田
暦

(�)｣
が
唯
一
の
史
料
で
あ
り
、
し
か
も
、
受
田
額
・
納
草
量
と
も
に
完
存
す
る
の
は
、｢

受
田
壹
頃
壹
拾

貳
畝
、
納
草
陸
拾�
束｣

と
あ
る

｢

索
清
子｣

の
た
だ
一
条
の
み
。
こ
の
困
難
な
史
料
状
況
の
中
に
あ
っ
て
先
学
は
、
毎
畝
〇･

六
束
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と
い
う
得
難
い
数
値
を
算
出
さ
れ
た

(�)
。
こ
の
た
び
、｢

三
十
七
畝｣

(

史
料�)

・｢

草
壹
車｣

(

釈
文
１)

の
如
く
に
両
デ
ー
タ
が
具
備
す

る

｢
杜
常
住｣

(

慈
惠
郷)

の
一
例
が
新
た
に
得
ら
れ
た
の
は
貴
重
な
成
果
で
あ
ろ
う
。｢

廿
束｣

の
納
付
者
が
比
較
的
多
数
を
占
め
る

本

｢

納
草
暦｣

の
中
に
は
、
稀
な
が
ら

｢

肆
拾
束｣

(

③
李
六
子)

も
見
出
さ
れ
た
。

｢

車｣

と
は
そ
れ
を
超
え
る
数
量
で
あ
ろ
う
か
ら
、

少
な
く
と
も
毎
畝
一
束
以
上
と
の
概
算
値
が
求
め
ら
れ
る
。
二
、三
十
年
を
隔
て
た
倍
近
い
増
額
・
加
重
は
一
体
な
に
を
意
味
す
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
今
後
、
計
量
単
位

｢

車｣
｢

束｣

の
換
算
比
率
が
判
明
・
確
定
す
れ
ば
、
本
事
例
は
諸
課
題
の
討
究
に
資
す
る
恰
好
の

新
素
材
と
な
ろ
う
。
社
会
経
済
史
の
専
家
に
よ
る
向
後
の
究
明
に
期
待
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
、｢

納
草
暦｣

の
切
れ
切
れ
が
貼
付
さ
れ
て
い
た
写
本
と
は
、
仏
国
立
図

���

書
館
所
蔵
ペ
リ

���������

オ
将
来
敦
煌
漢
文
文
献
中
の
、

編
号
も
相
違
し
内
容
も
区
々
な
書
巻
の
数
々
で
あ
る
。

������
は
、
Ａ：

書
牘
二
断
片
、
Ｂ：
河
西
節
度
掌
書
記･

儒
林
郎･

試
太
常
寺
協
律
郎･

張
敖
撰
の

『

新
集
吉
凶
書
儀』

上
下
両
巻

(

首
題)

、
Ｃ：

｢�
子
賦｣

一
巻

(

尾
題)

(

題
記

｢
曹
光
晟
書
記｣)

、
都
合
三
種
の
文
献
が
混
成
し
た
、
損
壊
の
著
し
い
書
巻
。
Ｂ
背
面
に

は
若
干
の
雑
写
以
外
に
、
紙
表
と
同
じ
書
儀
の
一
部
が
再
度
書
写
さ
れ
て
い
る
。
Ｃ
紙
背
に
は

｢

乙
巳
年
三
月
十
三
？

日｣

の
社
司
転
帖

な
ど
幾
つ
か
の
雑
写
あ
り
。
そ
の
他
、��� ���
〜�
と���������
〜��

(

内
16
点
欠
失)

の
大
小
区
々
の
砕
片
が
付
属
し
て
い
る

(�)

。

������
は
、
巻
子
の
下
半
分
を
欠
損
し
た

『� (

算)

経』

一
巻
并
序

(
首
題)

残
巻
。
紙
背
に
は

｢

神
賛

(

贊)｣

ら
数
名
の
僧
侶
へ
の
織
物

(

？)

分
配
の
書
付
が
四
行
あ
る
。��� ���
〜�
は
個
々
別
々
な
内
容
の
も
の

(�)
。

������
は
、『

新
集
文
詞
九
経
抄』

(

擬
題)

の
残
本
。��� ���
〜�
の
断
片
資
料
四
種
が
伴
っ
て
い
る

(�)
。

こ
れ
ら
は
、
仏
典
や
五
経
の
如
き
大
部
な
典
籍
一
具
を
構
成
す
る
僚
巻
同
士
で
あ
る
訳
で
も
な
く
、
表
面
的
に
は
格
別
の
接
点
は
何
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も
な
い
。

勿
論
、
右
掲
諸
書
が
学
郎
の
学
習
文
献
の
範
疇
に
属
す
る
と
い
う
一
般
的
な
特
性
は
、
一
先
ず
指
摘
で
き
よ
う
。
当
時
、
州
県
の
官

学
な
い
し
は
仏
寺
附
設
の
寺
学
に
於
い
て
、
そ
の
学
生
た
る
学
郎

(

学
士
郎
・
学
士)

た
ち
は
、『

論
語』

『

孝
経』

を
始
め
と
す
る
経

書
、『

千
字
文』

『
開
蒙
要
訓』

等
の
識
字
課
本
、『

新
集
文
詞
九
経
抄』

『

太
公
家
教』

『

百
行
章』

の
よ
う
な
訓
蒙
書
、
王
梵
志
詩
・

変
文
・｢

秦
婦
吟｣

｢
茶
酒
論｣

｢�
子
賦｣

等
々
の
通
俗
文
学
作
品
、
そ
の
他
に
書
儀
の
如
き
各
種
の
実
用
書
、
な
ど
を
学
ん
で
い
た

(�)

。

������
・
Ｃ

｢�
子
賦｣
の
鈔
写
者･

曹
光
晟
は
実
際
に
学
郎
で
あ
っ
た
蓋
然
性
が
高
い
。������

『

論
語』

巻
第
一

(

尾
題)

紙
背

の
雑
写
に
も
亦
た
彼
の
名
は
検
出
さ
れ
、｢

三
月
二
十
六
日
、
曹
光
晟
、
子

(

之)

を
書
す
。
綺？｣

と
の
稚
拙
な
文
字
が
残
っ
て
い
る

(�)

。
そ
の

左
側
に
同
様
に
拙
い
筆
致
で

｢

張
喜
進
、�(
夏�
公)

・
綺

(

綺
里
季)

を�
想
す
る
も
、� (

意)

ふ
に

(�)｣

と
記
さ
れ
る
張
喜
進
は
、
紙
表

の
巻
末
に

｢

乾
符
三
年
、
學
土

(

士)

張
喜
進
、
念
ず

(�)｣
と
も
識
し
て
い
る
。
又
、������
に
綴
合
す
る������
の
巻
首
余
白
に
は
、｢

維
れ

大
唐
乾
符
二
年
三
月
廿
四
日
、
沙
州
燉
煌
縣
歸
義
軍
學
士
張
喜
進
、
之
を
書
記
す
る
也

(�)｣
と
い
う
別
筆
の
題
記
も
あ
る
。
学
士･

張
喜

進
の
学
友
と
思
し
き
曹
光
晟
の
遊す
さ

び
書
き
も
同
時
期
の
も
の
と
す
れ
ば
、
そ
れ
よ
り
も
数
段
は
健
筆
の

｢�
子
賦｣

が
乾
符
二
年(���)

・

三
年
よ
り
数
年
は
後
の
写
本
た
る
は
疑
い
を
容
れ
な
い
。
し
か
も
そ
れ
は
、
Ｃ
紙
背
の
社
司
転
帖
に
見
え
る

｢

乙
巳
年｣

(���)

を
下

る
こ
と
は
な
か
ろ
う
。｢�
子
賦｣

の
題
記
で
は
肩
書
こ
そ
冠
せ
ぬ
も
の
の
、
曹
光
晟
が
学
郎
で
あ
っ
た
可
能
性
は
非
常
に
濃
厚
で
あ

る
。尤

も
、������
は
も
と
よ
り
、
現
存
の

『

算
経』

諸
本

(�)
に
は
学
郎
の
題
記
は
皆
無
で
あ
る
。
し
か
し
、
該
書
は
九
九
表
を
も
含
む
の

で
、
初
等
算
術
を
学
ぶ
た
め
の
童
蒙
書
的
な
機
能
を
併
せ
持
つ
と
言
え
る
。
一
連
の
学
習
文
献
群
の
中
に

『

算
経』

を
類
別
・
包
摂
し
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た
と
し
て
も
強
ち
失
当
と
は
な
さ
れ
ま
い
。

������
・������
・������
三
件
を
学
郎
課
本

(

官
学
や
寺
学
に
於
い
て
学
郎
が
個
々
に
課
業
の
中
で
誦
読
・

鈔
写
な
ど
し
て
学
習
す
る
諸
文
献)

な
る
枠
組
の
下
に
概
括
す
る
こ
と
は
決
し
て
難
く
は
な
か
ろ
う
。

だ
が
、
修
補
紙
の
分
析
を
加
味
す
れ
ば
、
相
互
連
関
の
密
接
性
は
、
実
際
情
況
の
中
に
位
置
付
け
て

一
層
具
体
的
に
考
察
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
小
論
の
考
証
結
果
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
即
ち
、

特
定
の
一
時
期

九
世
紀
末
葉
の

｢

納
草
暦｣

や
、
八
八
〇
年
前
後

(�)

に
浄
写
さ
れ
た

｢�
子
賦｣

等

か
ら
推
し
て
、
あ
ま
り
年
代
の
隔
た
ら
ぬ
、
恐
ら
く
は
十
世
紀
初
頭
の
頃

に
、
或
る
無
名
氏
が
三

点
の
写
巻
を
一
括
し
て
補
修
し
た
と
い
う
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。
こ
の
人
物
は
果
た
し
て
他
な
ら

ぬ
所
有
者
自
身
な
の
か
、
或
い
は
単
な
る
修
繕
者
に
止
ま
る
の
か
、
二
通
り
の
解
釈
の
余
地
は
依
然
と

し
て
残
さ
れ
る
も
の
の
、
よ
し
ん
ば
後
者
で
あ
る
と
し
て
も
共
用
す
る
同
学
で
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

一
連
の
図
書
系
列
の
緊
密
・
不
可
分
な
一
体
性
に
鑑
み
る
限
り
、
個
人
専
有
か
同
門
共
有
か
の
相
違
に

拘
ら
ず
、
こ
の
三
巻
は
一
学
舎
内
に
て
一
類
の
蔵
書
と
し
て
扱
わ
れ
、
擦
り
切
れ
ん
ば
か
り
に
日
々
熱

心
に
披
見
・
学
習
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。
三
点
一
纏
め
の
修
繕
に
は
、
王
羲
之

｢�

書
論｣

(｢

尚
想
黄
綺｣

帖)

の
習
字

(��������� ���
・�����������
〜�
・����������
・��
・������������ ����

��������� ���) (�)
も
亦
た
活
用
さ
れ
た

(

上
掲
の
模
式
図
、
参
照)

。｢

納
草
暦｣

を
用
い
た
の
と
同
じ
修
理

の
一
環
と
み
て
大
過
な
い
。
因
み
に
、
時
期
未
詳
な
が
ら
、������
の
補
修
に
は

『

千
字
文』

習
字

(�)

の

九
世
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修補

�
修補

修補������ ������ ������ ��
修補

�
修補

�
修補

王羲之 ｢�書論｣ (｢尚想黄綺｣ 帖) 習字 『
千
字
文』

習
字



反
故
紙
も
使
わ
れ
て
い
る
。
同
類
の
素
材
が
手
近
に
沢
山
あ
る
学
塾
な
ら
で
は
の
光
景
が
眼
前
に
彷
彿
と
し
て
こ
よ
う
。

付
属
細
片��� ��
を
媒
介
に
し
て
写
巻
同
士
の
相
互
関
係
を
見
極
め
ん
と
す
る
、
こ
の
よ
う
な
分
析
手
法
は
、｢

修
補
紙
系
聯
法｣

と

で
も
命
名
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
典
籍
の
末
尾
に
自
署
さ
れ
た
明
示
的
な
題
記
に
依
拠
す
る
伝
統
的
な
方
法
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
写

本
そ
れ
自
体
に
刻
印
さ
れ
た
沈
黙
の
物
証
に
書
巻
の
来
歴
を
自
ら
物
語
ら
せ
る
、
古
写
本
学

コ
デ
ィ
コ
ロ
ジ
ー

的
な
研
究
の
一
つ
の
試
み
で
あ
る
。

������
・������
・������
に
貼
付
さ
れ
て
い
た
も
う
一
組
の
補
修
紙
、
す
な
わ
ち
、
王
羲
之

｢�
書
論｣

(｢

尚
想
黄
綺｣

帖)

の
習
字

に
つ
い
て
は
、
機
会
を
改
め
て
別
途
詳
論
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

東

洋

学

報

第
九
十
八
巻

第
二
号

112

二
三
六

参
考
文
献
・
略
号
一
覧

(【

】
内
の
如
く
に
略
記)

▼
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
・
中
国
敦
煌
吐
魯
番
学
会
敦
煌
古
文

献
編
輯
委
員
会
・
英
国
国
家
図
書
館
・
倫
敦
大
学
亜
非
学
院
合
編

『

英
蔵
敦
煌
文
献

(

漢
文
仏
経
以
外
部�)』
１
〜
14

(
四
川
人
民
出

版
社
、
一
九
九
〇
〜
一
九
九
五)

。

【『
英
蔵
敦
煌』】

▼
俄
羅
斯
科
学
院
東
方
研
究
所
聖
彼
得
堡
分
所
・
俄
羅
斯
科
学
出
版
社

東
方
文
学
部
・
上
海
古
籍
出
版
社
編

『

俄
羅
斯
科
学
院
東
方
研
究
所

聖
彼
得
堡
分
所
蔵
敦
煌
文
献』

１
〜
17

(

上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九

九
二
〜
二
〇
〇
一)

。

▼
法
国
国
家
図
書
館
・
上
海
古
籍
出
版
社
編

『

法
国
国
家
図
書
館
蔵
敦

煌
西
域
文
献』

１
〜
34

(

上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
四
〜
二
〇
〇

五)

。

【『

法
蔵
敦
煌』】

▼
任
継
愈
主
編
・
中
国
国
家
図
書
館
編

『

国
家
図
書
館
蔵
敦
煌
遺
書』

１
〜
146

(

北
京
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
〇
五
〜
二
〇
一
二)

。

▼����������������������������������������������
��������������������������������
�����������������

(�
)
(�
)������������������������

�������������������������
������������

(�
)
(�
)���������������������������

����������������������������������������������������
(�
)
(�
)�������

������������������������������������������
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�����
(

実
際
の
頒
布
は����)

����������(�
)
(�
)������������������������������

�������������(�
)�������������������

(�
)�������

【『���
』】

▼
唐
耕�
・
陸
宏
基
編

『

敦
煌
社
会
経
済
文
献
真
蹟
釈
録』

第
一
輯

(

書
目
文
献
出
版
社
、
一
九
八
六)

、
第
二
〜
五
輯

(

全
国
図
書
館
文

献
縮
微
複
製
中
心
、
一
九
九
〇)

。

【『

真
蹟
釈
録』】

▼�
春
文
主
編

『

英
蔵
敦
煌
社
会
歴
史
文
献
釈
録』

１

(

科
学
出
版
社
、

二
〇
〇
一)

、
２
〜
13
〜

(

社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
〇
三
〜

二
〇
一
五
〜)

。

【『

英
蔵
釈
録』】

▼
寧
可
・�
春
文
輯
校

『

敦
煌
社
邑
文
書
輯
校』
(

江
蘇
古
籍
出
版
社
、

一
九
九
七)

。

【『

社
邑
文
書』】

▼
沙
知

『

敦
煌
契
約
文
書
輯
校』
(

江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
八)

。

【『
契
約
文
書』】

▼
羅
振
玉『

羅
雪
堂
先
生
全
集』

三
編(

文
華
出
版
公
司
、
一
九
七
〇)

、

四
編

(

大
通
書
局
、
一
九
七
二)

。

【『

雪
堂
全
集』】

▼
池
田
温

『

中
国
古
代
籍
帳
研
究

概
観
・
録
文』

(

東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
七
九)

。

【『

籍
帳
研
究』】

▼�������������������������������������������������������
�������������������������������������������������
������������������������

▼���������������������������������������������������
���������������������

(������������������������������
��� ������������)������ ��������������������������� ���
��������������������������� ������������ ������������
������������������������������������� ������������� ����
����� ����������� ��������������������� ������������� ����
����� ����������� ���������������

(������� �����������

は
冊

子
書
籍
と
し
て
は
未
刊
行
だ
が
、
内
容
は���

を
通
じ
て
閲
覧
可
能)

【『

伯
氏
漢
目』】

▼
敦
煌
研
究
院
編

『

敦
煌
遺
書
総
目
索
引
新
編』

(

中
華
書
局
、
二
〇

〇
〇)

。

▼
国
家
図
書
館
善
本
特
蔵
部
編

『

英
蔵
法
蔵
敦
煌
遺
書
研
究
按
号
索
引』

(

国
家
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
〇
九)

。

▼
土
肥
義
和
編

『

八
世
紀
末
期
〜
十
一
世
紀
初
期

燉
煌
氏
族
人
名
集

成

氏
族
人
名
篇

人
名
篇

』
(

汲
古
書
院
、
二
〇
一
五)

。

【『

人
名
集
成』】

註
(

１)

例
え
ば
、
経
書
写
本
の
復
原
に
関
し
て
は
許
建
平

『

敦
煌
経
籍

叙
録』

(

中
華
書
局
、
二
〇
〇
六)

、
張
涌
泉
主
編
審
訂

『

敦
煌
経
部

文
献
合
集』

１
〜
11

(

中
華
書
局
、
二
〇
〇
八)

が
最
も
精
緻
・
周
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二
三
八

到
で
あ
る
。
綴
合
の
具
体
的
な
作
業
手
順
や
留
意
点
な
ど
に
つ
い
て

は
、
張
涌
泉

『

敦
煌
写
本
文
献
学』

(

甘
肅
教
育
出
版
社
、
二
〇
一

三)
第
十
六
章

｢

敦
煌
残
巻
的
綴
合｣

、
参
照
。

(

２)

註

(
１)

所
掲
張
涌
泉
書
・
第
十
六
章
、
五
五
八
〜
五
六
〇
頁
、

参
照
。

(

３)

帰
義
軍
期
敦
煌
の
税
草
に
つ
い
て
は
、
堀
敏
一

｢

中
唐
以
後
敦

煌
地
域
に
お
け
る
税
制
度｣

(

初
出
一
九
九
九
。『

唐
末
五
代
変
革
期

の
政
治
と
経
済』

、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
二
、
所
収)

四
三
八
〜
四

四
〇
頁
、
雷
紹
鋒

『

帰
義
軍
賦
役
制
度
初
探』

(

洪
葉
文
化
事
業
有

限
公
司
、
二
〇
〇
〇)

九
三
〜
九
八
頁
、
劉
進
宝

『

唐
宋
之
際
帰
義

軍
経
済
史
研
究』

(

中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
七)

一
三
〇

〜
一
四
五
頁
、
赤
木
崇
敏

｢

帰
義
軍
時
代
敦
煌
オ
ア
シ
ス
の
税
草
徴

発
と
文
書
行
政｣

(『

待
兼
山
論
叢』

四
一

(

史
学
篇)
、
二
〇
〇
七)

、

参
照
。
な
お
、
賦
税
制
度
全
般
の
研
究
史
を
簡
便
に
回
顧
す
る
に
は
、

李
錦
綉

『

敦
煌
吐
魯
番
文
書
与
唐
史
研
究』

(

福
建
人
民
出
版
社
、

二
〇
〇
六)

第
四
章

｢

財
政｣

第
二
節

｢

賦
税
制
度｣

五

｢

吐
蕃
・

帰
義
軍
時
期
賦
税｣
(

一
八
六
〜
一
九
二
頁)

が
よ
い
。

(

４)

劉
銘
恕

｢

王
羲
之
書
論｣

(『

劉
銘
恕
考
古
文
集』

上
巻
、
河
南

人
民
出
版
社
、
二
〇
一
三
、
所
収)

、
池
田
温

｢

敦
煌
本
に
見
え
る

王
羲
之
論
書｣

(『

中
国
書
論
大
系』

第
六
巻
・
宋
３

｢

月
報
５｣

、

二
玄
社
、
一
九
七
九)

、
福
田
哲
之

｢

唐
代
人
が
手
習
い
し
た
王
羲

之
の
実
態

吐
魯
番
出
土
文
書｣

(『

文
字
の
発
見
が
歴
史
を
ゆ
る
が

す

20
世
紀
中
国
出
土
文
字
資
料
の
証
言

』

、
二
玄
社
、
二

〇
〇
三
、
所
収)

、
栄
新
江

｢

王
羲
之
《
尚
想
黄
綺
帖
》
在
西
域
的

流
伝｣

(『

絲
綢
之
路
与
東
西
文
化
交
流』

、
北
京
大
学
出
版
社
、
二

〇
一
五
、
所
収)

、
註

(

１)

所
掲
張
涌
泉
書

(

一
〇
七
頁)

、
参
照
。

(

５)

写
真
図
版
１
〜
４
に
付
記
し
た
寸
法
・
紙
色
な
ど
古
写
本
学

コ
デ
ィ
コ
ロ
ジ
ー

的

な
デ
ー
タ
に
関
し
て
は
、『

伯
氏
漢
目』

Ⅴ

(

一
六
頁)

、
Ⅲ

(

二
八

四
〜
五
頁
、
三
〇
〇
頁)

、
参
照
。
但
し
、
①
〜
⑫
に
つ
い
て
は
、

『

伯
氏
漢
目』

に
は

｢�
×����

｣

と
記
さ
れ
る
ば
か
り
で
必
要
な

情
報
が
具
備
せ
ぬ
の
で
、���

の�������

の
公
開
画
像
に
基
づ
い
て

筆
者
が
独
自
に
計
測
し
た
数
値
を
以
て
補
完
し
た
。

(

６)

①
〜
⑫
の
約
三
十
名
の
内
、
二
十
五
名
の
人
名
判
読
に
は
、
土

肥
義
和
編

『

人
名
集
成』

が
頗
る
有
用
で
あ
る
。
但
し
、
拙
稿
と
釈

読
を
異
に
す
る
箇
所
も
若
干
あ
る
。
例
え
ば
、�����

｢

何
赤、
安｣

(

一
二
六
頁)

は

｢

何
再、
安｣

(

①)

で
あ
ろ
う
。
な
お
、
⑭
⑮
⑯
⑰

⑱
の
人
名
は
、
採
録
対
象
か
ら
漏
れ
て
お
り
記
載
は
無
い
。
他
方
、

⑯
の
十
数
人
中
の
五
名
は
、
夙
に

『

伯
氏
漢
目』

Ⅲ

(

三
〇
〇
頁)

に
収
載
。

(
７)

税
草
の
計
量
単
位

｢

束｣

に
つ
い
て
は
、
劉
進
宝

｢

唐
五
代

�
税
草�
所
用
量
詞
考
釈｣

(

註

(

３)

所
掲
劉
進
宝
書
、
所
収)

が

詳
論
し
て
い
る
。
元�｢
彈
奏
劍
南
東
川�
度
使�｣

(『

元
氏
長
慶
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二
三
九

集』

巻
三
十
七)

に
は

｢

毎
束
重
一
十
一
斤｣

と
あ
る
一
方
、｢

圍｣
な
る
単
位
が

｢

束｣

と
等
量
を
意
味
す
る
場
合
に
は
、『

唐
六
典』

巻
十
七
・
太
僕
寺
・
典
廐
署
条
の

｢

毎
圍
以
三
尺
爲
限
也｣

な
ど
に

基
づ
い
て
、
一

｢

圍｣

＝
直
径
一
尺
・
周
長
三
尺
と
考
え
ら
れ
る
、

と
い
う

(

一
四
九
頁)

。
(

８)
｢

車｣

と
は
、｢
柴｣

｢

茨
柴｣

｢

刺
柴｣

｢

磨
柴｣

｢�聖｣
｢

白
刺｣

｢

枝｣

な
ど
、
柴
薪
の
類
の
計
量
に
も
常
用
さ
れ
る
量
詞
で
あ
る
。

唐
耕�『
敦
煌
寺
院
会
計
文
書
研
究』

(

新
文
豊
出
版
、
一
九
九
七
。

四
四
〇
〜
五
頁)

、
王
啓
濤

『

吐
魯
番
出
土
文
献
詞
典』
(

巴
蜀
書
社
、

二
〇
一
二
。
一
九
一
〜
二
頁)

、
参
照
。
尤
も
、｢

草｣

で
の
用
例
は

稀
で
あ
る
。
な
お
、｢

車｣

と

｢

束｣
と
の
換
算
比
率
は
未
詳
。
洪

藝
芳

『

敦
煌
吐
魯
番
文
書
中
之
量
詞
研
究』

(
文
津
出
版
社
、
二
〇

〇
〇)

で
も
解
明
さ
れ
て
い
な
い

(

三
八
七
〜
九
頁
、
参
照)

。

(

９)
｢

車
廂、｣

は
ま
た

｢

車
箱、｣

と
も
表
記
。｢

車
箱｣
が

｢

車｣

と

同
一
用
法
の
量
詞
で
あ
る
こ
と
は
、
洪
藝
芳

『

敦
煌
社
会
経
済
文
書

中
之
量
詞
研
究』
(

文
津
出
版
社
、
二
〇
〇
四)

に
言
及
が
あ
る

(

一
一
四
頁)

。
洪
氏
引
用
の

｢

戌
年
沙
州�
寺
丁
壯
車
牛
役
部

(

簿)｣

(������
＋�������)
な
る
帳
簿
に
は
、｢

麥
草
兩
車
箱｣

｢

草
一

車｣
｢

草
一
車
箱｣

等
と
あ
り(『

英
蔵
釈
録』

３
、
一
三
五
〜
六
頁)

、

本

｢

納
草
暦｣

で
の
同
様
の
互
用
法
と
も
考
え
併
せ
て
み
る
に
、
そ

の
所
見
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。
但
、
同

｢

役
部

(

簿)｣

史
料
に
は
他
方
で

｢�
三
車｣
｢

椽
一
車｣

｢

淤
二
車｣

｢�
一
車｣

｢

沙
十
車｣

な
ど
と

記
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
れ
ら
日
干
煉
瓦
・
垂
木
・
泥
・
焼
煉
瓦
・
砂

の
よ
う
な
重
量
資
材
に
対
し
て
は

｢

車
箱｣

は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

｢

車
廂｣

｢

車
箱｣

の
適
用
は
比
較
的
軽
量
の
積
載
物
の
場
合
に
限
ら

れ
て
い
た
の
や
も
し
れ
ぬ
。

(

10)
『

人
名
集
成』�����

｢

安
通
達｣

の
項

(

二
〇
頁)

な
ど
、
参

照
。
因
み
に
、『

法
蔵
敦
煌』

で
の
擬
題
は
以
下
の
通
り
不
統
一
か

つ
不
正
確
。
①
〜
⑬
は

｢

書
儀
等
残
片｣

(

30
、
三
六
八
〜
九
頁)

、

⑭
⑮
は

｢

柴
草
暦｣

(

23
、
二
八
三
頁)

、
⑯
⑱
は

｢

納
柴
暦｣

(

23
、

三
五
八
〜
九
頁)

、
⑰
は

｢

洪
池
郷
玉
關
郷
文
書
残
片｣

(

23
、
三
五

九
頁)

。
他
方
、『

伯
氏
漢
目』

は
、��������� ���

(

①
〜
⑫)

を

｢

秣
の
会
計
報
告｣

(

Ⅴ
、
一
六
頁)

、��������� ���

〜�
(

⑯
〜
⑱)

を

｢

未
詳
飼
料
幾
何
い
く
ば
く

量
を
伴
っ
た
人
名
リ
ス
ト｣

(

Ⅲ
、
三
〇
〇
頁)

と
記
述
す
る
。
両
条
と
も
計
量
単
位
へ
の
言
及
も
あ
り
、
記
述
は
よ

り
詳
細
。
し
か
し
、
三
点
の
写
本
に
分
属
す
る
一
群
の��� ��

を
関

連
づ
け
統
合
し
よ
う
と
す
る
視
点
は
、
旧
来
い
ず
れ
の
目
録
で
も
皆

無
で
あ
っ
た
。
な
お
、｢｢

暦｣

と
は
何
ら
か
の
も
の
を
端
か
ら
順
に

並
べ
記
し
た
も
の
を
意
味
し
、｢

破
除
暦｣

(

＝
支
出
簿)

、｢

牌
子
暦｣

(
＝
名
札
の
列
記
、
す
な
は
ち
名
簿)

な
ど
と
使｣

う

(

藤
枝
晃

｢
敦
煌
暦
日
譜｣

、『

東
方
学
報
京
都』

45
、
一
九
七
三
。
四
一
三
頁)

。

(

11)
『���

』��
・��

(

二
六
頁)

、『

社
邑
文
書』

(

一
三
七
〜
八
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二
四
〇

頁)

、『

英
蔵
敦
煌』

３

(

六
一
頁)

、『

英
蔵
釈
録』

６

(

四
二
八
〜

九
頁)

。
(

12)
『���

』���
・���

(

一
一
五
〜
六
頁)

、『

真
蹟
釈
録』

二

(

二

五
頁)

、『
契
約
文
書』

(

三
二
四
〜
六
頁)

、『

英
蔵
敦
煌』

９

(

二

一
三
頁)

、
池
田
温

｢

中
国
古
代
の
租
佃
契

(

上)｣
(『

東
洋
文
化
研

究
所
紀
要』

60
、
一
九
七
三
。
二
九
〜
三
一
頁)

。
夙
に

『

伯
氏
漢

目』

Ⅴ

(

一
六
頁)

が�������
の

｢

劉
加
興｣

に
言
及
。

(

13)

概
言
す
れ
ば
九
世
紀
末
葉
だ
が
、
八
八
〇
年
代
頃
の
蓋
然
性
が

高
い
。｢

安
進
達｣

(

⑮��������� ���)
・｢

王
屯�｣(
④��������� ��

��)
・｢

王
文
英？｣

(

⑯��������� ���
・��� ���)
は
、｢

９
ｃ
中
期｣

と
年
代
比
定
さ
れ
る�������

｢

将
龍
光
顔
等
隊
下
名
単｣

に
も
現

れ
る
か
ら
で
あ
る

(『

人
名
集
成』�����
、
一
六
頁；�����
、
一

〇
八
頁；�����
、
一
一
二
頁)

。
該

｢

名
単｣

列
記
の
人
名
に
つ
い

て
一
言
し
て
お
く
と
、｢

張
曹
二｣

は������
｢

儒
風
坊
西
巷
村
隣

社
社
条｣

の

｢

丙
寅
年

(���)
三
月
四
日｣

補
足
追
記
の
条
に
も
登

場
し

(

竺
沙
雅
章

｢

敦
煌
出
土

｢

社｣

文
書
の
研
究｣

、
初
出
一
九

六
四
。『

増
訂
版

中
国
仏
教
社
会
史
研
究』

、
朋
友
書
店
、
二
〇
〇

二
、
所
収
。
五
〇
六
〜
五
一
二
頁
、
参
照)

、｢� (

齊)

像
奴｣

｢� (

齊)

興
清｣

は��������� ����
｢

咸
通
二
年

(���)
斉
像
奴
売
地
契｣

に
も
見
出

せ
る
。『

人
名
集
成』

に
よ
る

｢

名
単｣

の
時
期
推
定
は
概
ね
妥
当

で
あ
ろ
う
。

(

14)
『

籍
帳
研
究』

(

五
九
八
〜
六
〇
二
頁)

、『

真
蹟
釈
録』

二

(

四

二
七
〜
四
三
六
頁)

、『

法
蔵
敦
煌』

24

(

一
五
〇
〜
五
頁)

。

(

15)
『

籍
帳
研
究』

(

五
八
九
〜
五
九
〇
頁)

、『

真
蹟
釈
録』

二

(

四

七
四
〜
六
頁)

、『���
』��

(�
)

・����
(

一
〇
六
〜
八
頁)

、��
(�
)
(

一
五
〇
〜
一
頁)

、『

法
蔵
敦
煌』

24

(

四
七
頁)

、
羅
振
玉

『

貞
松
堂
蔵
西
陲
秘
籍
叢
残

続』
｢

先
天
大
順
等
戸
籍
四
種｣

(『

雪

堂
全
集』

三
編
九
、
三
三
三
三
〜
五
頁)

、『

沙
州
文
録
補』

｢

大
順

二
年
残
戸
籍｣

(『

雪
堂
全
集』

四
編
十
二
、
五
八
〇
七
〜
九
頁)

。

(

16)

雷
紹
鋒

｢������
背
《
唐
沙
州
諸
郷
欠
枝
夫
人
戸
名
目
》
研
究｣

(『

敦
煌
研
究』

一
九
九
八
―
二)

、
註

(

３)

所
掲
雷
紹
鋒
書

(

七

八
〜
九
三
頁)

、
参
照
。

(

17)
『

籍
帳
研
究』

(

五
九
八
頁)

。
註

(

16)

所
掲
雷
紹
鋒
論
文

(

一
〇
八
頁)

、(

３)

所
掲
雷
紹
鋒
書

(

八
〇
〜
八
一
頁)

、
参
照
。

(

18)

註

(

３)

所
掲
堀
論
文
、
四
三
四
頁
。

(

19)

文
字
の
釈
読
に
際
し
て
は
、『

籍
帳
研
究』

(

六
〇
一
〜
二
頁)

と『

真
蹟
釈
録』

二(

四
三
四
頁)

と
を
適
宜
参
照
し
た
が
、�������

の
公
開
画
像
に
基
づ
き
独
自
に
一
部
釈
文
を
改
め
て
い
る
箇
所
が
あ

る
。

(
20)

池
田
温

｢

敦
煌
に
お
け
る
土
地
税
役
制
を
め
ぐ
っ
て

九
世

紀
を
中
心
と
し
て

｣
(

初
出
一
九
九
〇
。『

唐
史
論
攷

氏
族

制
と
均
田
制

』

、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
四
、
所
収)

、
六
三
一
頁
。
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二
四
一

(
21)

佐
竹
靖
彦

｢

唐
末
宋
初
の
敦
煌
地
方
に
お
け
る
戸
籍
制
度
の
変

質
に
つ
い
て｣

(

初
出
一
九
七
〇
。『

唐
宋
変
革
の
地
域
的
研
究』

、

同
朋
舎
、
一
九
九
〇
、
所
収)

、
一
六
四
〜
五
頁
、
参
照
。

(

22)

原
文

｢�
受
田
參
拾
捌
畝
。�
城
東
第
一
渠
地
壹
段
貳
畝
、

東
至
子
渠
、
西
至
趙
約
子
、
南
至
張
文�
、
北
至
河｣

。
均
田
制
崩

壊
後
、
耕
地
の
私
有
は
農
民
の

｢

請
田｣

を
経
て
政
府
公
認
の
も
の

と
な
り
、
か
か
る
申
告
手
続
き
を
踏
ま
え
て
官
衙
に
て
作
成
さ
れ
た

の
が

｢

受
田
簿｣

で
あ
る

(
陳
国
燦

｢

従
帰
義
軍
受
田
簿
看
唐
後
期

的
請
田
制
度｣

、『

敦
煌
学
史
事
新
証』

、
甘
肅
教
育
出
版
社
、
二
〇

〇
二
、
所
収
、
参
照)

。｢�｣
一
字
の
存
在
に
は
、
そ
の
よ
う
な
制

度
的
背
景
が
あ
る
。

(

23)

李
正
宇

｢

唐
宋
時
代
敦
煌
県
河
渠
泉
沢
簡
志｣

(『

敦
煌
史
地
新

論』

、
新
文
豊
出
版
、
一
九
九
六
、
所
収)

、
一
二
六
・
一
二
八
〜
九

頁
、
及
び
挿
図
二

｢

唐
宋
時
代
敦
煌
県
諸
郷
位
置
及
渠
系
分�
示
意

図｣

、
参
照
。

(

24)

土
肥
義
和
氏
は

｢

石
祿
山
磨、｣

四
字
を
人
名
と
し
て
採
録
す
る

(『

人
名
集
成』�����
、
三
〇
五
頁)

。
釈
読
自
体
は
正
し
く
、
③
の

写
真
で
も｢

磨｣

一
字
は
厳
存
す
る
。
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
の
シ
ャ
ー
シ
ュ

(

石)

国
に
ル
ー
ツ
を
有
す
る

｢

石｣

姓
の
ソ
グ
ド
人
ゆ
え
、｢

祿
山

磨｣

な
る
三
字
名
で
あ
っ
て
も
不
思
議
は
な
い
か
も
し
れ
ぬ
。
し
か

し
、
史
料�
で
は

｢

石
祿
山｣

と
あ
る
の
み
。｢

磨｣

は
果
た
し
て

名
前
の
一
部
な
の
か
。
当
該
部
は

｢

石
祿
山
磨
草？

壹
車｣

な
る
記
述

で
あ
る
。｢

丙
午
年
九
月
一
日
納
磨、
草、
人
名
目｣

と
標
題
を
掲
げ
る

断
巻
史
料

(������)

に
鑑
み
れ
ば

(『

真
蹟
釈
録』

二

(

四
四
二

頁)

は

｢

磨
菓、｣

と
釈
読
す
る
が
、｢

菓｣

で
は
な
く
、｢

草｣

の
俗

字

｢�｣

で
あ
る
。『

伯
氏
漢
目』

Ⅴ

(

五
四
九
頁)

で
は
正
し
く

｢

磨
草、｣

に
作
る
。
黄
征

『

敦
煌
俗
字
典』

、
上
海
教
育
出
版
社
、
二

〇
〇
五
、
参
照)

、
ま
ぐ
さ
に
は
或
い
は

｢

磨
草｣

な
る
種
別
も
存

在
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
因
み
に
、������(�)

｢

辰
年
某
寺

諸
色
入
破
暦� (

算)

会
牒
残
巻｣

な
る
収
支
決
算
報
告
書
に
は
、｢

茨
柴

�
車
、�聖
兩
車
半
、
磨
柴
兩
車｣

と
あ
り

(『

真
蹟
釈
録』

三
、
三

一
三
頁)

、
柴
薪
で
は

｢

磨
柴｣

な
る
一
類
が
有
っ
た
。

(

25)

土
肥
義
和
氏
は

｢

郭�
載
？｣

と
判
読
し
て
い
る

(『

人
名
集

成』�����
、
一
四
五
頁)

。

(

26)
｢

人
名
リ
ス
ト｣

は
、『

法
蔵
敦
煌』

18

(

一
三
三
頁)

で
は
印

刷
不
鮮
明
の
た
め
、
文
字
の
判
読
は
容
易
で
は
な
い
。
釈
読
は�������

の
精
細
な
カ
ラ
ー
写
真
に
基
づ
い
て
行
な
っ
た
。
な
お
、｢

郭�
達｣

は

｢

人
名
リ
ス
ト｣

の
第
八
行
に
も
現
れ
る
。

(

27)���������������������������������������������
���������������������������������������������
(

28)
結
語
で
後
述
の
通
り
、������
本
体
は
、
内
容
の
相
違
す
る
Ａ
・

Ｂ
・
Ｃ
三
種
の
文
献
の
寄
せ
集
め
で
あ
る
。『

伯
氏
漢
目』

Ⅴ

(

一
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二
四
二

三
〜
一
六
頁)

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寸
法
を
、��
×���������
×

����������
×������
と
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
紙
高
は����
〜

������
で
あ
っ
た
。
因
み
に
、
写
経
用
紙
は
、
天
地����
の

｢

小

尺｣

サ
イ
ズ
を
用
い
る
の
が
通
例

(��
(��)����������������)

。

(

29)
『

籍
帳
研
究』

(

五
九
八
頁)

、『

真
蹟
釈
録』

二

(

四
二
七
〜
八

頁)

、『

法
蔵
敦
煌』
24

(

一
五
〇
〜
一
頁)

。

(

30)

註

(

23)

所
掲
李
正
宇
論
文
、
一
二
三
〜
四
頁
、
参
照
。

(

31)�
炳
林

｢

晩
唐
五
代
敦
煌
村
荘
聚
落
輯
考｣

(『

敦
煌
帰
義
軍
史

専
題
研
究
続
編』

、
蘭
州
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
三
、
所
収)

、
八
〇

〜
一
頁
、
参
照
。

(

32)
『���

』��
(�
)

・���
(

九
一
〜
二
頁)

、��
(�
)

・���
(

九
七
頁)

、『

英
蔵
敦
煌』

２

(

一
五
六
頁)
、『

英
蔵
釈
録』

４

(

一
二
六
〜
八
頁)

。

(

33)

註

(

13)

所
掲
竺
沙
論
文
、
参
照
。

(

34)
『

籍
帳
研
究』

(

六
〇
〇
頁)

、『

真
蹟
釈
録』

二

(

四
三
一
〜
二

頁)

、『

法
蔵
敦
煌』

24

(

一
五
二
〜
三
頁)

。

(

35)

註

(

23)

所
掲
李
正
宇
書
、
挿
図
二
、
参
照
。

(

36)

註

(

20)

所
掲
池
田
論
文

(

六
二
九
頁)

、
註

(

３)

所
掲
堀

論
文

(

四
二
三
頁)

、
雷
紹
鋒
書

(

九
三
頁)

、
劉
進
宝
書

(

一
四
二

〜
三
頁)

、
参
照
。
税
草
徴
収
の
実
務
面
も
解
明
さ
れ
て
は
い
る
が

(

註

(

３)

所
掲
赤
木
論
文)

、
今
そ
の
点
は
割
愛
し
、｢

納
草
暦｣

構
成
形
式
と
の
関
連
に
の
み
言
及
し
て
お
く
。

(

37)
『

真
蹟
釈
録』

二

(

三
七
二
頁)

、『

法
蔵
敦
煌』

９

(

二
三
五

頁)

。

(

38)

註

(

３)

所
掲
劉
進
宝
書

(

一
三
九
〜
一
四
一
頁)

、
雷
紹
鋒

書

(

九
五
〜
八
頁)

、
参
照
。

(

39)
『

伯
氏
漢
目』

Ⅴ

(

一
三
〜
二
〇
頁)

、
参
照
。
な
お
、｢

乙
巳

年｣

を
同
書
は
九
四
五
年
に
当
て
る
が
、『���

』��

・��
(

二
五

頁)

の
推
定
す
る
八
八
五
年
が
穏
当
。
理
由
の
第
一
は
、
曹
光
晟
の

学
齢
期
が
乾
符
年
間

(���
〜���)

頃
に
当
た
り

(

本
文
後
述)

、
中

和
五
年

(���)
に
近
接
す
る
こ
と
。
第
二
に
、
Ｂ
背
面
の
暦
日
抄
録

が
乾
符
三
年
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
。
そ
れ
は
、
丁
卯
廿
日
に

春
分
を
迎
え
る
大
月
の
、
某
年
二
月
の
僅
か
六
日
間
分
の
抜
粋
だ
が
、

九
〜
十
世
紀
に
て
春
分
が
丁
卯
に
当
た
る
乾
符
三
年
と
太
平
興
国
四

年

(���)
の
内
、
中
原
の
暦
と
の
ズ
レ
が
一
日
に
止
ま
る
前
者
が
妥

当
で
あ
る
。
朔
日
干
支
は

｢

己
酉
朔｣

よ
り
早
い

｢

戊
申
朔｣

で
、

敦
煌
暦
日
の
一
補
完
例
と
な
ろ
う
。
春
分
干
支
に
関
し
て
は
、
王
双

懐
主
編

『

中
華
日
暦
通
典』

(

吉
林
文
史
出
版
社
、
二
〇
〇
六)

な

ど
、
参
照
。

(
40)

『

伯
氏
漢
目』

Ⅲ

(

二
八
三
〜
五
頁)

、
参
照
。������
は
欠
失

し
た
巻
子
の
下
半
分
の
一
部
で
あ
る
。
金
少
華

｢

跋
日
本
杏
雨
書
屋

蔵
敦
煌
本
《
算
経
》
残
巻｣

(『

敦
煌
学
輯
刊』

二
〇
一
〇
―
四)

、
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二
四
三

参
照
。

(

41)
『

伯
氏
漢
目』

Ⅲ

(

二
九
九
〜
三
〇
一
頁)

、
参
照
。『

新
集
文

詞
九
経
抄』

に
関
し
て
は
、�
阿
財

『

敦
煌
写
巻
新
集
文
詞
九
経
抄

研
究』

(
文
史
哲
出
版
社
、
一
九
八
九)

、
後
註

(

42)

所
掲�
朱
共

著

(

二
八
七
〜
三
一
四
頁)

、
伊
藤
書
・
第
二
部
第
五
章

｢

教
訓
的

類
書

｢

新
集
文
詞
九
経
抄｣｣

な
ど
、
参
照
。

(

42)

高
明
士

｢

敦
煌
的
官
学

以
七
至
十
世
紀
為
主

｣

・｢

敦

煌
的
私
学

以
七
至
十
世
紀
為
主

｣
(『

中
国
中
古
的
教
育
与

学
礼』

、
台
湾
大
学
出
版
中
心
、
二
〇
〇
五
、
所
収)

、
伊
藤
美
重
子

『

敦
煌
文
書
に
み
る
学
校
教
育』

(

汲
古
書
院
、
二
〇
〇
八)

第
一
部

第
二
章

｢

敦
煌
の
学
校
教
材｣

、�
阿
財
・
朱
鳳
玉

『

敦
煌
蒙
書
研

究』
(

甘
肅
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
二)

な
ど
、
参
照
。

(

43)

原
文

｢

三
月
二
十
六
日
、
曹
光
晟
書�
。
綺？｣
。『
法
蔵
敦
煌』

16

(

二
九
七
頁)

。｢

子｣

と
誤
記
し
た
後
に

｢

之｣
と
上
書
き
訂
正

し
た
ら
し
い
。
註

(

44)
(

45)

の
事
例
共
々
、
書
写
学
習
の
実
相

が
垣
間
見
え
る
。

(

44)

原
文

｢

張
喜
進
、�
想�
綺
、� (

意)｣

。『

法
蔵
敦
煌』

16

(

二
九

七
頁)

。
王
羲
之

｢�
書
論｣

(｢

尚
想
黄
綺｣

帖)

冒
頭
の
五
文
字
。

｢�｣
字
に
引
き
摺
ら
れ
て

｢

意｣

の

｢

心｣

を
書
き
損
じ
、
故
に

中
途
で
止
め
た
の
で
あ
ろ
う
。������
巻
首
余
白
に
も

｢�
書
論｣

雑
写
が
あ
る
。『

法
蔵
敦
煌』

17

(

二
二
八
頁)

。

(

45)

原
文

｢

乾
符
三
年
、
學
土

(

士)

張
喜
進
念｣

。『

法
蔵
敦
煌』

16

(

二

九
五
頁)

。｢

士｣

を

｢

土｣

と
誤
記
。

(

46)

原
文

｢

維
大
唐
乾
符
二
年
三
月
廿
四
日
、
沙
州
燉
煌
縣
歸
義
軍

學
士
張
喜
進
、
書
記
之
也｣

。『

法
蔵
敦
煌』

17

(

二
二
八
頁)

。
何

故
か
註

(

45)

の
翌
年
の
手
蹟
よ
り
相
当
麗
筆
。
或
い
は
師
匠
の
手

本
か
。

(

47)�������������������� �����

…�
羽������������

前
二

者
の

『

算
経』

写
本
の
綴
合
に
関
し
て
は
、
註

(

40)

所
掲
金
少
華

論
文
、
参
照
。

(

48)

伏
俊
連
は
咸
通

(���
〜���)

頃

(『

敦
煌
賦
校
注』

、
甘
肅
人
民

出
版
社
、
一
九
九
四
。
四
一
八
頁)

、
顔
廷
亮
は
九
一
四
〜
九
二
五

年
の
間

(｢

関
于
《
燕
子
賦
》(

甲)

的
写
本
年
代
問
題｣

、『

隴
上
学

人
文
存
・
顔
廷
亮
巻』

、
甘
肅
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
一
、
所
収
。

一
五
五
頁)

と
推
測
す
る
が
、
当
た
ら
な
い
。

(

49)��������� ���
・�����������
〜�
・��
及
び��������� ���

個
々

の
内
容
特
定
に
関
し
て
は
、『

伯
氏
漢
目』

Ⅴ

(

一
七
〜
九
頁)

と

沃
興
華

『

敦
煌
書
法
芸
術』

(

上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
九
四
。
五

四
頁)

を
各
々
参
照
。
従
前
、����������������
・��
と������

��� ���
は
同
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
三
点
の
写
巻
に
分
属
す
る
一
群
の

��� ��
を
関
連
づ
け
統
合
し
よ
う
と
す
る
先
行
研
究
も
皆
無
で
あ
っ

た
。
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二
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四

(
50)����������
・��
・��
・��
・��
・��
・��
・����
・��
十
片

(
張
新
朋

『

敦
煌
写
本
《
開
蒙
要
訓
》
研
究』

、
中
国
社
会
科
学
出
版

社
、
二
〇
一
三
。
一
四
九
〜
一
五
〇
頁)

の
他
に
、
管
見
の
限
り

����������
・��
・��
三
点
も

『

千
字
文』

習
字
の
砕
片
で
あ
る
。

更
に
、
Ｂ
巻
首
に
も
断
簡
が
付
着
・
残
存
し
て
い
る
。
な
お
、

����������
の
表
層
が
薄
く
剥
離
し
て��� ����
の
背
面
に
貼
り
付
い

て
い
る
。

【

附
記
】
本
稿
は
、
公
益
財
団
法
人･

武
田
科
学
振
興
財
団

｢

二
〇
一
五

年
度

杏
雨
書
屋
研
究
奨
励｣

の
採
択
課
題

｢

童
蒙
教
材
と
し
て
の
王

羲
之

｢�
書
論｣

(｢

尚
想
黄
綺｣

帖)

敦
煌
写
本･

羽���
ノ
二
Ｒ

に
見
る
プ
レ

『

千
字
文』

課
本
の
順
朱

｣

の
研
究
成
果
の
一
部
で

あ
る
。

(

一
関
工
業
高
等
専
門
学
校･

非
常
勤
講
師)

【

写
真
図
版
４
】

⑥������������� ������×����� �������
⑧������������� ������×����� �������
⑨�������������������×����� �������

����
【

釈
文
４
】

⑥��������� ����索
俊？

？□
？□
？□

車
廂

？□
壹

？□
？□

⑧��������� ����納
草
壹

？□
？□
肆？

？□�
廿
束

⑨��������� ����×□
晟
奴
×□

×□
母？

阿
張
？□
？□



九
世
紀
末
葉
敦
煌
諸
郷｢

納
草
暦｣

の
復
原

海
野

121

二
四
五

⑩��������� ����×□×□
？□
肆
束

×□
盈
廿
束

郭
骨

⑬��������� ���平
康

⑮��������� ���束？

杜��
廿
束

廂？

安
進
達
一
車
廂

王
悉

⑩�������������������×����� �������
⑬������������ ��� ���×���� 黄土色 (�������)

⑮������������ �������×��� ベージュ色

� ���
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⑰������������ ��� ���×������ 淡黄褐色 薄紙

⑱������������ ��� ����×������ 淡黄褐色 薄紙

����
⑰��������� ���洪

池�
趙
×□

廂
×□

廿
束

� (

齊)一
車？

廂束？？□？□

玉
關�
張？

⑱��������� ���×□
？□
？□
？□

尹
崇？

×□

馬
？□
達
壹
車

任
恩
子
草
壹

×□�
廿
六
束� (

齊)

安�
廿
束

王
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